
平成27年度第1回 豊能医療圏 
がん医療ネットワーク協議会 活動報告 



組 織 図 

【豊能医療圏】 
  豊中市・池田市・箕面市・吹田市・豊能町・ 
  能勢町 

【参加団体】 
 ◆医師会 

 ◆保健所 

 ◆市町がん検診担当課 

 ◆がん診療拠点病院 

   



がん登録部会 

【27年度 活動目標・活動予定】 

  １．豊能医療圏での子宮頸がんの早期診断割合が府内で最も低く、 

     年齢調整死亡率が府内で最も高いことから、院内がん登録データを 

     用いて子宮頸がんの現状分析を行う 

子宮頸がんの院内がん登録データについて、一定のルールを 

  もとに各施設で作成し集約した統計データの比較・分析を行う 

 

２．情報交換を目的とした部会の開催 

子宮頸がんの現状分析の結果報告、施設見学、がん登録の 

  法制化へ向けて情報交換、がん登録実務に関する情報共有 

  を行う 

 

 



緩和ケア部会 

 【2７年度 活動目標・活動予定】 

１．緩和ケア研修会の受講促進 

圏域内の対象者数・受講率の目標達成に向けた取組みについて、情報共有 

  を行う 

２．緩和ケアの普及促進 

補助事業を活用した医療従事者向け研修の効率的な開催のコーディネート 

  に努める 

圏域内で統一フォーマットによる緩和ケアマップの整備に向けて、マップの 

  必要条件について議論する 

３．患者及び家族が心の悩みや体験談を語り合う場の提供 

各がん拠点病院主催のがんサロンの開催情報を集約したポスターを作成し、 

  患者等への情報発信に取り組む 

 

     

 



がん検診情報部会 

【2７年度 活動目標・活動予定】 

   １．小中学校におけるがん予防につながる学習活動への支援 

がん教育をすすめるため、各市町がん検診担当部署から各市町教育 

  委員会への働きかけを行う 

２．がん予防のための啓発活動  

がん検診を啓発するため、講師に著名人を招聘し、協議会主催の 

  市民向け講演会の開催を検討する 

子宮頸がんをテーマにした市民公開講座についても各がん拠点病院 

  で開催するよう努める 



がん地域連携部会 

 【2７年度 活動目標・活動予定】 

１．セカンドオピニオン体制の情報発信 

各病院の対応状況が比較可能な一覧表を作成し、ホームページ 

  に掲載、紙媒体での提供により患者等への周知を図る 

２．クリティカルパスの運用方法の改善 

対象患者の抽出方法や地域医療機関への説明など各病院の運用 

   方法を集約し、自院での運用に取り入れる 

３．がん患者リハビリテーション体制の整備 

リハビリの介入時期や特色ある取組みをしている事例をアンケート 

  調査により情報収集する 



がん研究部会 

(1) 小児がん対策 

 小児がん診療に関わる医療機関ネットワークの構築 

     阪大病院は、大阪府内のがん診療連携拠点病院等と連携し小児がん患者の診療に取り組んでいる。   
  今後は、小児がん拠点病院である大阪市立総合医療センターと大阪府立母子保健総合医療センターと 
  小児がんに関わる看護師、医師ほか多職種に対する教育等で連携していく予定である。   

(2) 骨髄移植および臍帯血移植の推進 

 骨髄移植および臍帯血移植の現状 

 造血幹細胞移植の件数は年間平均29件程度である。移植の幹細胞ソースとしては兄弟間、骨髄バンク
、 臍帯血のすべてに対応している。特に骨髄バンクからの移植が多く半数以上を占めている。  

(3) がん研究の推進 

 多施設臨床研究の推進（特定非営利活動法人SCCRE（エスキュール）） 

   がん臨床研究を実施する７つの研究会（消化器がん、乳がん、肺がん、泌尿器系がん、骨髄腫等）
 を支援している。 

(4) 高度先進医療の推進と人材育成 

 以下の先進医療を現在実施中である 

   1. 腹腔鏡下広汎子宮全摘術（先進医療Ａ） 
 2. パクリタキセル静脈内投与及びカルボプラチン腹腔内投与の併用療法（先進医療Ｂ） 
 3. 術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法（先進医療Ｂ） 

 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（大学院） 

 17コースで92名が在学中 
 （薬物療法、放射線治療、緩和医療、外科治療、放射線物理、細胞診、がん看護等） 


